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1・ 緒 言

phosphataseと はDephosphorylungの

働 き をす る一種 の酵 素 で あっ て,Phospho一

写γ1ationは 骨形 成 とかGlycolysis或 は小 腸

か らのGlucoseの 吸 収,乳 汁 分泌,細 尿管

よ りの再 吸収 等 そ の他 身 体 の極 め て重 要 な代

謝 過程 の一段 階 を なす もので あ る・

一般 にPhosphataseは 動 物 界 ,植 物 界 共 に

広 く分 布 し,多 くの異 つ た種 類 の燐 酸 ヱ ステ

ル のDephosphorylungec対 しては 夫 々異 つ

た多 くの酵 素 が存 在 す る(Phosphomon6-

esterase,Phosphodiesterase,PyroPho-

sphatase等).然 し之 を大 別 す る とそ の作 用

Mediumの 至適P・H.に 依 つ て,ア ル カ リフ

ォ ス ファ ター ゼ と酸 フォ ス フ ァ ター ゼ とに分

け られ る.そ してBamann,Diederichs,そ

の他 に依 れ ば 肝,脾,赤 血 球,前 立 腺等 の臓

器 に ては,酸 フォ ス フ ァ ター ゼ の 方 か ア ル カ

リフォ ス ファ ター ゼ よ り も作 用 が強 く,又 ア

ル カ リフォ ス ファ ターゼ は細 胞 と密 に 結 合す

るに 反 し,酸 フ ォ スフ ァ ター ゼ は細 胞 よ り遊

離 し易 い性 質 を有 す る とされ てい る・

尿 中酸 フ オ ス ファ ター ゼ の研 究 は1924年

Demuthに 依 つ て初 め て行 わ れ た が,1935

年KUtscher,Wolberg,W6rner等 は 之に

就 て詳 細 な 研 究 を 行 い,高 力 価 のHarn-

phosphatase,特 に成 人 男子 の 早 朝 尿 は 前立

腺 フ ォ スフ ァ ター ゼ を多 量 に含 有 して お り,

一 部 前立 腺 以 外 に腎 臓 や赤 血 球 等 の他 の臓 器

フ ォ ス フ ァ タ ー ゼ を も含 有 してい る事 を知

り,正 常 人 の前 立 腺 は酸 フ ォ スフ ァ ター ゼ が

非 常 に豊 富で あ る事 を知 つ た ・ そ して 此 の酵

素 はP,H.4.5～6・5に て 作 用 す る が 至適

P.Hは5～6で あ る と述 べ てい る・

そ の 後Sullivan,E・B・Gutman,A・B・

G誼manも 前立 腺 フ ォ ス フケ ター ゼに 就 て

研 究 し,身 体 の他 の臓 器 に比 して成 人 の前 立

腺 組 織 に は極 め て多 量 の酸 フォ ス ファ ー タゼ
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が含 有 せ られ てい る事 を知 り(即 ち 腎,肝,十

二指 腸,骨 等 に ては組 織1瓦 当 り5単 位 前

後 に 過 ぎ ない が,成 人 の新 鮮 前 立腺 組 織 に て

は500～2500単 位 の酸 フ オ ス ファ ター ゼが

含 まれ て い る と述 べ て い る),更 にGomoriに

よつ て 此 の 前立 腺 フ ォス フ ァ ター ゼ は腺 上 皮

細 胞 に 含 まれ てい る事 が 分 かつ た.一 方 比 較

解 剖学 的 研 究 に よつ て総 て の哺 乳 動 物 の 前立

腺 が 豊 富 に酸 フ オ ス ファ ター ゼ を有 す る もの

で は な く.含 有 量 の多 い の は人 間 及 び猿 の み

で あつ て猫,兎,モ ル モ ツ ト,ラ ツ テ等 に於

て は 極 く少量 含 有 す るに過 ぎず,犬 の 前立 腺

も幾 分 これ らの動 物 よ り多 くρ酵 素 を含 有 す

る が,人 間及 び猿 に比 べ る と遙 かに 少 量 で あ

る事が 知 られ て い る.

兎 に 角 人 間 に於 け る前 立 腺組 織 の非 常 に高

い酸 フ ォ ス ファ ター ゼ濃 度 は,主 と して射 精

液 の 前立 腺成 分 た る 前立 腺 分泌 液 中 に排 泄 せ

られ るの で あ り,そ の一 部 が 尿 中 に排 泄 せ ら

れ る もの と老 え られ,先 に も述 べ た如 く成 人

男 子 の 尿 中酸 フォ ス ファ ター ゼ は,主 と して

前 立腺 に 由来 す る もの が大 部 分 を占 め る と言

うK{itscher,W6rner,Wolberg等 の 説 が

一 般 に 信 じ られ てお り,最 近 出来 氏 も之 を確

認 してい る.然 し之 に は 多 少異 論 も あつ て,

Waldschmidt,Leiz,Nonnenbuchは 赤 血

球 の溶 解 に起 因 す る もの とな し,又Dmo-

chowskiは 腎臓 の該 酵 素 に 由来 す る も の と老

え,堀 井 氏 も亦 血清 酸 フ ォ ス ファ ター ゼ の尿

中 へ の移 行 に依 る も の と解 釈 して い る.

一 方Hugginsは 前立 腺 上 皮 の活 性 の一 つ

のIndexた る酸 フ オ ス ファ タr-tiと 男性 ホ

ル モ ン と の 関 係 に 就 て 記 載 し,更 に最 近

ScottandHugginsは 尿 の酸 フオ ス ファ ター

ゼ は 前 立腺 分泌 液 の混 合 に 依 る も の で あ つ

て,従 つ て 之 は 前立 腺 のActivityの 一 つ の

Indexと な る も ので あ るか ら,尿 の 酸 フォ

ス フ ァ タ ー ゼ を 用 い て 之 をAndrogenic

ActivityのIndexと し て 使 用 出来 るか も

知 れ な い と述 べ てい る.

然し実際に人間の尿のA・P・L・を測定して

見ると個人差がかな り大きく.又 その時の尿

の性状 とか食餌摂取その他 の生活様式の変化

に伴 う尿中A.P・Lの 変動もかな りあ り・血

清A.P.Lの 如 くkonstantで はない・従

って余は前立腺肥大症が性 ホ ル モ ンと密接

な関係にあ り,又 前立腺酸フォスファターゼ

が性ホルモンに依つて強 く影響せられる等の

事実から,本 症 の保存的療法,殊 に性ホルモ

ン療法を行 う場合にその尿中A・P・Lの 変

動を調 らべるに際 し,先 づ成人男子の尿中酸

フオスファターゼの起原を確認 す る2,3の

実験を行 うと共に,之 を臨床的に応用す筍上

に必要な以下に記載する如きいくつかの基礎

的実験を試みた.

II.實 験 方 法

shinowara,JQhnes,Reinhartの 血 清 フ オ ス フ

ァ ター ゼ測 定 法 に徹 つて尿 中A.P・L・ を測 定 した,次

にそ の方法 を述 べ る.

試 藥

1.Glycero鱗 酸 原 液

ICOc・c.の 有栓 メスチ リン ダー に3c.c.の 石 油 ヱ

ー テル を取 り・ 之に80c・c・ の 水 を加 え る.次 い で

1瓦 のGlycerQ燐 酸 ナ トリ ウ ム 及 び 緩衝 剤 として

0.85瓦 の ヂエチ ー ルバル ビター ル ソー ダ を加 えて溶

解 し,水 溶 液 の全 容積 を100c.c、 とな し氷室 中に貯

蔵 す る.

2・ 酸 フォ ス7ア タ ーゼ 基 質

100c・c・ の有栓 メスチ リン ダーに3c.c.の 石 油 ヱ

ー テル を取 り・之 に上記 のGlycero燐 酸 原液50c.c.

及び1N酷 酸5c.c・ を加 え水 を以 て 全 容 積 を100

c・c・とな し混 和 し氷 室 に保存 する.(此 の際P.H.はv

4.9な るを要 す)・

3.30%ト リク ロー ル 酷酸

實 験 方 法

大 きな試 験 管 に9C・C・ の酸 フォ ス ファ タ■-Ri基質

溶 液 を取 り,38。Cの 浴槽 に て5分 間温 め・之 にlc・c

の被 検尿 を 加 え て37。Cの 艀 卵器 中に48時 間放 置

し,そ の後 直 ちに30%ト リクロF一ル酷 酸2c.c.を
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加 え て混合 し無 灰炉 紙 にて炉 過 す る.対 照 としては別

の 試験管 に9.Oc.c,の 基質溶 液 を取 り2・.c.の30%

トリクUrル 酷酸 を加 え・次 でlC・C,の 被 検尿 を 加

え混 合 して炉過 す る.

此 の各 々の炉液 に就 て次 の方 法 で 無 機 燐 の定 量 を

行 いそ の ・A.P.L,を 測定 した.単 位 は被 検 尿lc.c.

が48時 間に本 基質 か らdephosphorylenす る無 機

燐 の量 で蓑わ され る(mg/c・c.P).

無槻 燐 定量 法

1.モ リブデ ン酸 液

精製 モ リブデ ン酸 アン モニ ァ50瓦 を1NH2SO4

1立 に溶 解 する.

2.'、d「Fロ キ ノ嗣 ン液

純 ハ イ ドロ キ ノー ン20瓦 を1立 の水 に溶解 し濃
、

硫酸 数c・c・ を加 える.

3.農 酸亜 硫酸 液

無 水炭 酸 ソー ダ40瓦.亜 硫 酸 ソ ー ダ8瓦 を水

300c.c.に 溶 解す る.

4.燦 標 準 演
「

第1燐 酸 カ リを再結 晶精製 し粉 末 とな し,硫 酸 デ シ

ケー タ 中に て 数 日間 放置 し た も の を4・394瓦 秤 量

し之 を水1立 に溶 解 す る.此 の液1c.c.はPlmgに

相 当す る・

5.實 施 方法

100c.c・ の メスコノしペンに被 検液4c,cを 入れ各

液 に水25c.c,,モ リブデ ン酸 液5c.c,及 び ハ イ ドロ

キ ノー ン液5r.c.,を 加 え て混 和 し,5分 後 に炭酸亜

硫 酸液25c,c.を 加 え て水 にて全容100c。c.と な し,

光 電比 色計 にて比 色定 量 する(燐 標 準液 を用 いて予 め

燐 の標 準曲線 を作 つ てお く).
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び前立腺肥大症の或 るものに於 て最 も著 しく,次で前

立腺肥大症,前 立腺癌の順 である,

珠に膀胱尿 ど前立腺マツサージ後の尿 とで は3例

中2例 に於て後者の方が前者よりも著明に高い値を

示 してお り,他 の1例 も後者の方が前者 よりも高い

値となつている.

最後に自然尿 と前立腺マ ツサ ージ後の尿とを比鞍

す るtt・此の場合には全例(5例)と も両者の間に殆

ん ど差異が見 られない.

第1表 自然 尿.膀 胱尿,前 立腺 マツサ ー

ジ後 の尿の比 較

III・ 實 験 成 績

1阜 然尿・膀胱尿・前立腺マツサ ージ後の

尿のA.P.L.の 比鮫

(イ)材 料=自 然尿は自然に排尿せしめた尿,膀

胱尿はネラ トンを用いて採尿せるもの,前 立腺マツサ

ージ後の尿 とは予め排尿せ しめ た 後肛門 より指頭に

て前立腺マツサージを行い,数 分後に排尿せ しめ た尿

である.以上何れ も同一人に就ては同時に行 つたもの

である.

(口)成 績:以 上 串種類の尿に就てその八P,L.

を測定 した成績は第1表 に示す如 くである.即 ち自

然尿 と膀胱尿 とを比較すると前立腺結核の2例 並び

に1例 の前立腺炎 を除 く他は・自然尿の方が 膀胱尿

よりも高い値 を示 している,そ して此の差は健康人及

診 断

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20・

21

22

23

24

健 康 、
〃

前立腺肥大症

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

前 立 腺 癌

〃

〃

〃

前立腺結核
〃

前 立 腺 炎
後 部 尿 道
ポ リ ー プ

年
令

65

67

72

72

73

67

68

67

67

68

56

56

57

59

60

59

69

70

69

70

28

18

38

27

自然尿

1,16

0,11

0,11

0.58

0.78

0,36

0.16

0.10

0.41

0.ブ8

0.30

0.37

0.48

1.14

0.16

0,15

0.33

0.23

0,18

023

0.14

1.04

膀胱尿

0.32

0.57

0.05

0.07

0.25

0.13

0.05

0,32

0.40

0.29

0.12

0.09

0.74

0.13

0,14

0,18

0.21

026

0.15

0.50

則立腺 マ
ツサ ー ジ

後 の 尿

0.90

0.13

033

0,66

0.75

0。39

0.14

2.成 年 男子,女 子 並び に幼見 の 尿及 び腎尿 の

A.P.L.の 地 較

成人健 康 男子13例 ・女子 ρ 例 ・幼児(男)3例,

腎 尿5例 に就 てそ のAP・1・ を測 定 した値 は第2表

に示 す如 くであ る.

(イ)16～67才 迄 の 健 康 男 子13例 中8例 は
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0.47～0,77の 間 の値 を示 し,2例 は 之 よ りも 高 く3

例 は之 よりも低 い 値 となっ てい る 年令的 の差 は殆 ん

ど見 られない ・

(ロ)6～57才 迄 の女 子9例 中8例 はO・14～0・29

の間 にあ り・ 此の場 合 に も年 令的 差異 は 認 め られ な

い.

(ハ)4～5才 の幼 児(男)に ては3例 と も0・17

～0.28の 間 にあ る ,

(二}腎 尿 にては5例 ともO.10・vO・30の 間 に あ

り,年 令的 並び に性別 に依 る差 異は 見 られ ない.

以上 の如 く成年 男子 に ては 略々0.4～0・8の 間の値

第2表

種 類1

成

年

男

子

女

性

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

8

9

幼
児

舅
)

1

2

3

腎

尿

6

6

6

孚

6

1

2

3

4

5

年 令 APL

65

67

28

64

25

16

20

59

19

20

21

34

27

0.90

1,16

'0
,51/

0,18

029

0.28

0.61

0,61

0A8

0.77

0,69

0.62

0.47

401

4釧

20

36i

431
571

23

6i
221

0.04

0,27

0.26

0.28

0.29

0,22

0,14

0.18

0.24

を示すものが過半数 を占め,女 子,幼 児,腎 尿にては

総て之 よりも明 らかに低い値を示 してお りt略reO・10

～030の 間にある.

3.初 髪尿と絡 末尿のA.P・Lの 趾鮫

1回 の排尿 を2杯 の尿 コツプ に取 らせてその 各々

に就 てA・P・L.を 測建 した値は第3表 に示す如 く・

3例 中2例 に於 て初発尿の方が終末尿 よりも極めて

僅かに高い値 を示 したが,そ の差は誤差の範囲内であ・

り,両 者は殆んど等 しい もの と老えてよい・

4,自t尿 と購尿のA.P、Lの 地鮫

残尿を有す る患者6例 に於て自然排尿 どネラ トン

にて採取 した残尿 とに就 き夫々 んP.L.を 測定 した値

は第4表 に示す如 くである.即 ち前立腺肥大症4例

中3例 に於ては残尿の方が 自然尿 より僅かではある

が高い値 を示 し,前 立腺癌及び膀胱括約筋硬化症の各

1例 にては明らかに残尿の方が自然尿 よ りも高い値

を示 している.然 し前立腺肥大症の1例 にては逆に自

然尿の方が残尿に比し非常に高い値を示した.

5,尿 の比重 とA.P.L.と の關係

尿の比重 とA.P.L.と の関係を36例 に就て測定

した成績は第5表 に見る如 くであつて,尿 の比重が

正常域内(1012～1025)た ある場合には彦 とA・P・L・

との間に平行関係があるとは考えられない.然 し1例

に於て比重が1003と 言 う非常に稀薄 な尿に於ては

そのAP工 ・も極めて低 く殆んど0に 近い値 を示 し

た1尚 第7表 及び第8表 をも参照)

6.尿 中A。P.L,の 測定 日に依る塑動

健康男子1例,無 処置の 入院患者4例(男 子3例

第3表 初発尿 と終末尿 どの関係

1診 断

1

2

3

健 康
〃

前立腺肥大症

年令1騨 尿

59

65

51

0.61

0,90

0.36

終 末 尿

O.61
.0

.86

0.35

4

5

5

33

16

62

23

29

0.28 ㌧

0.20

0,17

0.16

0,30、

0,19

0.14

0.10

第4表 残 尿 と の 関 係

1

2

3

4

5

6

診 断 年令1自 然 尿

前立翻 大刺

〃

前 立 腺 癌

括約筋硬化症

62

52

73

74

65

58

0.36

0.78

1,04

0.20

0.49

0.61

残 尿

0.37

0.81

0.45

0.23

0.62

0,82
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第5表
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第6表 測 定 日 に.よ る 変 動

診 断 年 令1性 1 2 3 4 5最 高最低値の差

1 前立腺肥大症 64 δ 0.56 0.59 0.61 0.53 0.62

2 前 立 腺 癌 67 巳 029 035 037 0.32 031

3 膀 胱 癌 53 δ 0.40 036 038 036

4 健 康 5 6 0.20 0,2・ ㍉ 0.27 0.21 0.26

5 腎 結 核 23 ♀ 0.14 0.14 0.20 0.19 0.13
一

0.08

0.08

004

0.07

0.07

女 子1例)に 就 て隔 日又 は3日 目毎 に午 前11時 ～

12時(昼 食 前)の 間 に 自然尿 を 取 らせ て・之 に就 て

夫 々4～5回 その尿 中A.P.L.の 変動 を測 定 した成

績 は第6表 に示 す如 くで あつ た.即 ち 同 一生 活条件

の 下 で1日 の 同 じ時 間に測 定 を行 えぱ ・測 定 日に依 る

値 の差 は略 々0・04～008ρ 間 であ る・.

7.尿 中A.P.Lの 一婁 夜に於 け る墾 動

27才 及 び43才 健 康 男子 の1昼 夜 に於 け る 尿 中

A・P・Lを 測 定 し(同 時 に尿量 ・比 重 を も測 定)第7

表 に見 る如 き成 績 を得 た.第1例 は 午 後9時 に ウ

イス キー及サ イ ダー を飲 ん でお り,為 にその後 短時 間

に尿 排泄 増加 し比 重又薯 る し く低 下 し た の で此 の間

(第4及 び第5回 の 排 尿)はabnorma1で あ る

が,第2例 は排 尿 回数 が稽 々多 い と 言 う点 を除 けば

略 々正常 の生 活 と見倣 され る.第8表 は此 の関係 を

グラ フに示 した もので ある.

此 れ等 の表 ボ ら一昼夜 に 於 け る 成 人 男 子 の 尿 中

A・P・Lに はか な りの変 動(Tagesshwankung)が 見

られ 特 に睡 眠 中即 ち早 朝第1回 尿 に於 てはAP.L.

最高値 を示 し,午 後 には比 軟的低 い値 を示 す事 が判 か

あ るが・尿 中A・P・L・ が 一昼夜 に こ れ だ けの変動 を

示 し乍 ら も,前 日と同一時 間に は同一 人に ては略 々等

しい 値 に戻 つ てい る裏は注 目 して よい事実 で あろ う.

尚尿量 と比重 との関 係 は正常 の 場合 には 逆比例 的

関 係 にあ る事 を知 るので あ るが ・尿量 と尿 中A.P.L.

との関係 は 明 らか で ない(尿 中A.P.L,と 比重 との

関係 に就 ては 前述 した).

第9表 はWQ】bergが 健 康成 人 男子及 び女子 に就

て測 定 した尿 中A・P・LのTagesschwankun9で

あつて,男 子 に て は著 明 なMorgenanstiegを 示 し

女 子 にて は一 昼夜 を通 じて余 り差 異が無 い 事 を表わ

してい る.

8.尿 中酸 フォス7ア ター ゼ の賦 活 並び に抑 制 に

就 て

(イ)尿 中Mg濃 度 との 関係

自然 尿のAP・L.と 該尿 中に含 まれ てい るMgの

濃 度 との関 係 を,9例 に就 て測 定 した 値 を 半対 数 グ

ラ フ を用 い て 示 し たの が第10表 で あ る 縦軸 は

A.P.L.横 軸 は対 数 グラ フに して比 色計 の 目盛 りの読

み即 ちMg濃 度 を表 わ してい る.

る ・又 食 事 との関 係等 は此 れ だけ の成績 か らは 不 明で 即 ち 自然 尿 中 のMg濃 度 とA ・P・L,と の間 に平 行
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第7表Tagesschwankung

症例 綴 排 尿 時 間 麗 雁 ・・P・L「同 総 量 備 考

(

第
1

1

2

午後3時

〃6時35分

200じ,c.

150

19

23

0.50100.0

0.6699.0

午後 】時昼食

午後5時 夕食

型 3 〃9時15分 160 22 03860.8 午後・時倒 鷺 ・警'
27才 4 〃9時50分 240 03 02662.4

一

健 5 〃11時 盈O分 280 07 0.2364.4

康 6 午前9時55分 400 18 0,97388.0
噛

午後12時 へ午前10時 睡眠

δ 7 午後1時12分 100 20 0.6666.0
、 午 前10時 朝食

第
z

型

43才

健

康

♂

1

2

3

4

5

6

7

8

9

午 後2時

〃4時50分

〃10時

午 前2時

〃5時15分

〃7時20分

〃9時

〃11時30分

午後1時30分

180

200

300

.350

400

320

100

220

150

21

19

22

20

16

12

15

17

18

0.4478.8

0.3978,1

089f63.2

0,41144,1

0,59237.7

033105.6

0,8080.0

0.62136.4

0.4567.5

午後0時10分 昼食

午後1時 ミカン2ケ

午後5時 夕食

午後10時 ～午前5時15分 睡眠

午前8時 朝食

午前10時 ・牛乳1合,リ ンゴ1ケ

午後0時 昼食

第8.表
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第9表

PE
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4000

3200

2400

ノ600

800

0

第10表 尿 中のMg濃 度 とA・P・Lと の 関係

1.v

O.9

↑oe

A、RLo?

(物 ・・
a'5

第11表 ホルマ リン及 び メ タノールに よる抑 制

Formalin

濃 度

対 照 For,Resist.PhQs,

A.P.L. ・・PL■ 百 分 率

12倍

〃

〃

120倍

600倍

6000倍

・・1gl

膨

1:ll
O・40

0,003

0,016

0.025

0,44

035

038

Q4

1・6%

7.6

9,3

74.5

87,5

95.0

a3

M,th。n。1対 照M・t・R・ ・i・t・Ph…

濃 度A .P.L.百 分 率・…Ll

02

〃 20304050`08∩ ノ00

M7濃 度→

12倍

60倍

120倍

0.21

0.30

0,40

0.30

0,40

0.016

0,26

035

0.27

0.40

7.6%

86,7

87.5

9α0

100,0

関係は認 め られ ない.

(ロ)ホ ルマ リン及 び メ タ ノー ルに依 る抑 制

酸 フォ スフ7タ ーゼ基 質 に ホ ル マ リン或 は メタ ノ

・・一ル を加 え て・ 成 年 男子 自然尿 中 のFormalin並 び

にMethano1ResistantAcidPhosphataseを 測

定 しそ のTotalAcidPhosphataseに 対 す る百分 率

を示 した のが第11表 であ る.FormalinResistant

AcidPhosphatase(以 下F.RA・Pと 略す)は12

倍の ホル ・?[リン濃 度 にて は1・6～9・3%で あ り・120

倍 に ては74.5%,600倍 にて は87・5%,6000倍

にて は殆 ん ど抑 制 されず95%で あった.又Metha-

nolResistantAcidPhosphataseは12倍 にては

76%,60～120倍 にて は86・7～90・0%・1200倍

にて は全 く抑制 されず100%で あ つた・

次 に第12表 は成 人男子 の尿 ・女 子 の 尿並 び に腎

尿 に就 て120倍 濃 度 に於 けるそ のERA・P・ の 百

分 率 を示 した値 であ る.

健 康 成 人男子(2例)に て は74・5～895%,前 立

腺疾 患(3例)に ては68・8～81・8%J以 前 に 去 勢術

を受 けた成 入男 子(2例)に ては62,5～73.7%で
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第12衷F.R・A・P・ の 比 較

種1

--lilti

男

性

1

2

3

4

5

・6

7

8

診
年

断 令
対 照

A.P,L,

女

性

腎

尿

健 』 康1

〃

前立腺肥大症

前 立 腺 癌

前立 腺膿 瘍

膀 胱 癌1

27

21

65

65

58

70

(去勢 術 の後)i33'
〃128

1

2

3

4

健 康

1

2

3

4

〃

腎 結 核

健 康 6

ε

$

♀

36

40

57

20

62

29

16

23

1.01

0,59

0,22

0,57

0.30

0.13

0,33

0,25

0.28

0.29

0,22

0,34

0.19

0.10

0.30

0.14

For,Resist.Phos.

A,P,L. 百 分 率

0.91

0.44

0.18

0,43

0.20

0.Ol

0,25

0,15

0.19

0.22

0.14

0.23

0,07

0,07

0.19

0.06

89,5%

74.5

8L8

75.9

68,8

8.2※

73.7

62.5

66,1

75.2

64.2

74.3

36.8べ

70,0

63.3

429※

あ り.健 康成 人 男子 も前立 腺疾 患 々者 に て も殆 ん ど差

異 が認 め られ ない が,去 勢術 を受 けた患者 に於 て は極

め て僅 か では あるがER,A.P.が 減 少 してい る.又

膀 胱癌 の1例 にてはERA.P.が 極 め て 少 く僅 か

に8.2%に 過 ぎなかつ た・

次 に女 子 の尿(健 康3例,腎 結核1例)に 就 て測

定 した値 は64・2～75.2%に し て健 康 成 人男子 の そ

れ よ りも稽 々少い.

いので,余 は先ず此の両者の関係を成人男子

に就て比較測定したのであるが,そ の結果自

然尿の方が膀胱尿よりも一般に高い値を示す

事を知つた・そして此の両者の差は自然排尿

時に前立腺からの酸フォスファターゼ分泌が

なされる事に基づ くものと考えられ,前 立腺

結核,前 立腺炎等にては前立腺からの分泌が

腎尿(男 子 ・3例・女子1例 〉に就 て測定 した値 行 わ れ な い か,或 は 分 泌 され て もそ の酸 フォ

は ・ この 中2例 は63,3及 び700%に して 略 々女

子 の尿のERA・P・ に等 し い が,他 の2例 に て は

36・8及 び42・9%と 非 常に低 い値 を示 してい た .

以 上要 す るに120倍 の ホルマ リン濃 度 に於 け る尿

中のER・AP・ は健 康成 人 男子 及び 前立腺 疾 患 ダ者

に ては略 々68・8～89・5%で あ るが,去 勢 術 を 受 け

た 男子 ・女子 及び 腎尿(4例 中2例)に ては 之 よ り

幾 分低 く62・5～75・2%で あつ た.

紹括並び に考 按

1.

胱尿のそれとを比較測定 した報告が見られな

スファターゼ含有量が極めて少い為に膀胱尿

の方が自然尿よりも極めて僅微ではあるが高

い値を示 したのであらうと老えられる.

(ロ)出 来氏は健康人 と淋菌性前立腺炎患

者の前立腺分泌液に就て酸 フォスファターゼ

を測定 し(此 の場合前立腺分泌液採取の方法

として同氏は予め自然排尿を命じた後前立腺

マツサージを行い,次 で直ちに少量の排尿を

行わ しめ,此 の尿に就そ測定を行っている),

此の両者に差異を認あなかったが,前 立腺分

(イ)過 去 に於 て 自然 尿 のP・L・A・ と膀 泌 液 中の酸 フ オス ファ ター-tiは非 常 に強 力 な

ものであつた と記載しているが,前 立腺マツ
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サー ジ後 の尿 と膀 胱 尿 とのA・P・L・ を 比較 測

定、じた余 の成 績 に て も,膀 胱 尿 に 比 し前立 腺

マ サー ジ後 の尿 中 のAP.L.の 方 か 明 らか に

高 い値 を示 す 事 を知 つ た。 即5Kutscher,

Wolbergを 初 め多 くの学 老 が述 べ て い る如

く,前 立 腺 分 泌液 中 に は強 力 な酸 フ ォス フ ァ

ター ぞが 含有 せ られ て い る もの で あ る.

(ハ)次 に 自然 尿 と前立 腺 マ ツサ ー ジ後 の

尿 とに就 てそ のA.P.L.を 比較 した が,此 の

両者 の何 れ が 高 い と言 う結 果 は 得 られ な か つ

た.'こ れ は 自然 排 尿 時 に も前立 腺 か ら幾許 か

の秀泌 液 が混 入 す る事 を示 す もので あ ろ う.

2.1936年KUtscher,W6rnerは 高 力

価 のHarnphosphatase(特 にMorgenharn)

はProstata-phosphataseを 含有 し て い る

事を知 り,同 時 に又 之 は腎 臓 や 赤 血 球 等 の他

のOrganphosphataseを も含 有 して い る と

述 べ,Wolbergも 又 正 常 爾生 活 条 件 の 下 で は

そのTageskurveに 男子 と女 子 とで 薯 る し

い差 が あ り,此 の理 由は 前 立 腺 分泌 液 が尿 に

混 ず る為 で あ る と唱 え てい る.出 来 氏 も又 男

子 に ては 腎 尿 は そ の 自然 尿 中 の酸 フォ ス フ ァ

ター ゼ に比 し著 る し く僅 少 で あ り,女 子 に て

は腎 尿は 自然 排 尿 中 のそ れ と略 々等 し く,腎

尿 中のA.P.L,に は 男女 の差 を認 め な い と

述 べ て,成 人 男子 自然 尿 中 の酸 フォ スフ ァ タ

ーゼ の大 部 分 は 前 立腺 に 由来 す る もの で あ る

事 を認 め ざ るを得 ない と結 論 し てい る.

余 も又 同様 の実 験 を行 つ た 結果,成 人 男子

の尿 中A.P.L.は 健 康 人 に於 て もか な り大 き

な個 人差 が見 られ るが,大 体 に於 て幼児(男),

女子及 び腎尿 のA.P.L.に 比 し明 らか に高 値

を示 し,余 の行 つ た測 定 方 法 に て は健 康 成 人

男子 は略 々'O.4～08の 間 の値 を示 す に 対 し,

幼 児(男),女 子,腎 尿 に て は 略 々0.10～

0・30の 聞 の値 を示 し,此 の両 者 の 差 異 は 上

述 のKutscher,W6rner,Wolberg,出 来 氏

その他 の 言 う如 く,前 立 腺 酸 フ ォ ス フ ァ ター

ゼが尿 中 に混 じた為 で あ る 事 を確 認 した.

3・ 以上述 べ た所 か ら 成 人 男子 に 於 ては,

排 尿時 に 前立 腺 酸 フォ ス フ ァ ター ゼ の 自然 尿

中 に混 ず る もの ・あ る事 が 明 らか となつ た の

で あ るが,排 尿 の如 何 な る時 期 に 前立 腺 酸 フ

オ ス7ア ター ゼ が尿 に混 入 す る か を知 る為

に,1回 の排 尿 を初 発 尿 と終 末 尿 とに 分 け て

夫 々 のA.P.L.を 測 定 した ので あ る が,此 の

両 者 の間 に は 殆 ん ど差 異 の 無 い 事 を知 つ た ・

即 ち排 尿 時 に 絶 え ず少 量 宛 混 入 す る もの と老

られ る.

然 し成 人 男子 尿 中 の 前立 腺 酸 フォ ス ファ タ

ー ゼ は総 て排 尿時 に の み尿 に混 ず る もの とは
[

老 え られ ない.即 ち第1表 に 見 る如 く膀胱 尿

に 於 て も既 に 幼児,女 子 の尿,腎 尿 中のA.

P・Lよ り高 い 値 を 示 してい る ので あ っ て,

之 は 膀 胱 よ り酸 フォ ス フ ァ ター ゼ が尿 中に 分

泌 され た もの とは 考 え られ ず,や は り膀 胱 内

容 と後部 尿 道 内 容 との間 に は 絶 え ず移 行 が 行

わ れ て い て,そ の為 に後 部 尿道 に分 泌 せ られ

た 前 立腺 酸 フォ ス ファ ター ゼ が膀 胱 尿 に混 入

した もの と老 え るの が妥 当 で あ る・

4.残 尿 と 自然 尿 とに就 て夫 々のA.P.L

を比 較 して見 た が,此 の場 合 に は 自然 尿 と膀

胱 尿 とを 比較 した 場 合 とは 逆 に,6例 中5例

に 於 て残 尿 の方 が 自然 尿 よ りも高 い値 を示 し

た.こ れ は 尿 閉 を有 す る患 老 に て は膀 胱 内 に

於 て 尿 が多 少 と も濃 縮 され る為 では ない か と

想像 され る・

5.一 般 に尿 成 分 と尿比 重 との 間 には 多 少

と も平行 関係 が 見 られ るの で あ るが,成 人 男

子 の 自然 尿 のA・P・Lを 測 定 す る場 合 に,比

重 が極 端 に高 い 又 は低 い場 合 を 除 い ては特 に

之 を老 慮 す る必 要 は な い様 で あ る。

6.尿 中 のA。P工.特 に成 人 男子 のそ れ に

於 て は個 人差 が 大 き く,又1日 の 中 で も早

朝,昼 間,夜 間等 で 同一 人 に於 て もか な りの

変 動 を見 るの で あ るが,同 一 人 に就 て 同じ様

な生 活 条 件 の 下 で1日 の 同 じ時 間 に 測 定 を

行 えば,そ のA.P.L.の 測 定 日に よ る 変 動

は僅 少 に して 略 々0.04～0.09で あつ た.

7.1曲6年Wolbergは10人 の 男子L2
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人 の女 子(何 れ も健 康 人)に 就 て そ の尿 中 酸Inoueは 植 物 フ ォ ス ファ ター-tiが ・Auhagen

フォ ス ファ ター-liを測 定 して26のTages-

kurveを 得 た.そ し て 此 の26のTages-

kurveを 見 る と非 常 に 大 き な変 動 が 見 られ

るけ れ ど も,之 を よ く見 る と此 のSchwank-

11ngに は一 定 の 規 則正 し い 関 係 が あ る様

で あ る と述 べ て,26例 中19例 に於 て正 午

頃 に排 泄 が増加 してお り,又11例 に於 て 夕

方 に排 泄 増 加 を見 たが1例 に ては 逆 に 低 下

して お り,何 れ の場 合 に於 て も食 事 後 に 増 加

す る場合 が多 い け れ ど も,食 事 前 に既 に上 昇

を示 した症 例 もあ つ て,食 餌 摂 取 との関 係 は

不 明 であ っ た が,成 人 男子 に ては 第9表 に

見 る如 く必 ず いつ も早 朝 時 に非 常 に高 い 値 を

示 して い た(Morgenanstieg)と 述 べ て い る.

余 も同様 の実 験 を2例 の 健康 成 人 男子 に

就 て行 い,一 昼 夜 に於 け る か な りの変 動 と明

らか なMorgenanstiegの 存 在 を認 め たが,

は酵 母 フ ォ ス ファ ター ゼ が 弗 化 物 に よつ て 抑

制 され る事 を知 り,Schmidtは 動 物 の フォ

ス ファ ター ゼ,例 えば 肝 のGuanylsatire-・

phosphataseが 弗化 物 に非 常 に 敏 感 で あ る

と言 つ て い る.又AlbersはPhosphatase

は ア ル コー ル,ヱ ー テ ル,ア セ トン には 敏 感 で

は無 い と述 べ てい るが,一 方1942年SuUi-

van,E.B.Gutman、A.B。Gutmanは 肝,

脾,腎 の酸 フ ォ ス ファ ター ゼ と同楓 ご前 立腺

の酸 フォ ス ファ ター ゼ も弗化 物 に依 っ て既 に

低 濃 度 に於 て薯 明 に抑 制 せ られ るが,之 は 又

或 る種 の ア ル コー ルに 依 つ て も抑 制 せ られ る

事 を知 り,此 の点 は他 の臓 器 の酸 フ ォ ス ファ

ター ゼ と異 り前立 腺 酸 フォ ス ファ ター ゼ に特

異 な点 で あ つ て ・ 前立 腺 フ ォス ファ ター ゼは

一種 の特 殊 な 酸 フ ォ ス ファ ター ゼで あ る と記

載 して い る.そ こで余 は 酸 フ ォ ス ファ ター ゼ

24時 間 後 に は 略 々 前 日の値 に 戻 る事 を 知 っ 基質 に種 々の濃 度 の メ タ ノー ル を加 えて ・ 成

た.即 ち本 実 験 と前 述 の測 定 日に よ る変 動 を 人 男子 自然 尿 中 のMethanolResistantAcid

調 べ た成 績 とか ら,尿 中A.P.L.も 測 定 条 件Phosphataseの 測 定 を試 み た ので あ るが ・メ

を 厳格 に規 定 し て行 え ぱ或 程 度 個 人 の 比較,タ ノ'ル に依 る抑 制 は次 に 述 べ る ホル マ リン

治療 に依 る変 動 等 臨床 的 に応 用 し得 るわ け で に依 る抑 制 よ りもそ の程 度 が 弱 い 事 を知 っ

あ る.

8.(イ)Erdtmann,Kay ,Bemannand

Riede】,Inoue,政 山 そ の 他 の 諸 氏 に よ り,ア

ル カ リ フ ォ ス ファ ター ゼ はMg塩 に て 賦 活 せ

られ 弗 化 物 に て 影 響 を 蒙 ら ず,酸 フ ォ ス ファ

た.

次 に,1945年 壬{erbertは 前立 腺 酸 フ オ ス

ファ ター ゼ と血 清 中 に 出現 す る他 の酸 フ ォ ス

ファ ター ゼ との 区別 に就 て 記載 した が,1948

年Abul-FadlandKingは 血 清中 のTotal

タ ー ゼ は 弗化 物 に て 抑制 せ られMg塩 にAcidPhosphataseとFolmalinResistant

て影 響 を蒙 らな い事 が 証 明 せ られ てい る.更AcidPhosphatase(F・R・A・P・)と を測 定 す

にAlberSは 酵 母 フ オ ス ファ ター一一tfはMg…

に よ つ てaktivierenせ ら れ ず と 言 い ,Ku-

tscherはHarnphosphataseもMg… に よ

つ てaktivierenせ ら れ な い と述 べ て い る が ,

る事 に依 つ て,前 立 腺 酸 フォ スファ ター ゼ と

血 清 中 に現 わ れ る他 の酸 フォ スファ ター ゼ と

を区 別 す る方法 を 見 出 し,KingandDelory

は 此 の 問題 を追 試 して赤 血 球 酸 フ ォ ス ファ タ

余の成績にても自然尿中のMg濃 度 とそ の 一ゼはホルマリンに依つて完全に破壊 され る

A・P・L・との間に平行関係が認められなかっ が'男 女共の正常の血漿中に存在する酸フォー

た・ 即 ち尿 中A・P・L・ を測 定 す る際 に該 尿 中

のMg濃 度 を考 慮 す る必 要 は な い.

(ロ)

に よつ て抑 制 され る事 は 前 に述 べ だ添,即 ち

スファ ターゼはその一部が破壊せられ,更 に

前立腺フォスファ ターゼは全 く破壊せられな
一 般 に 酸 フォ ス ファ ター ゼ が弗 化 物 い と述 べ て い る

.そ して ホル マ リ ンを使 用 す

る事によって(1)溶 血した赤血球に就て測
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定した高い誤つた値を除去する事が可能であ

る.'(2)流 血中の血清酸フオスファ ターゼの

値を高からしめた起原を決定するに役立っと

言 う2っ の利点を挙げている.

以上は血清中の酸 フォスファ ターゼに就て

前立腺酸フォスファ ターゼのホルマリン抵抗

性を利用して,之 を他の臓器に由来するフォ

スファ ターゼと区別 して測定する為に老えら

的に応用し得るか否かを知る為に,成 人男子

の尿中の酸フォスファ ターゼに関してい くつ

かの基礎的実験を試 みた 結果次 の成績を得

た.

1)成 人の 前立腺分泌液中tCは 強力な酸

フォスファ ターゼの含有せられている事を確

認 した.

2)成 人男子の尿中酸フォスファ ターゼは

れた方法であるが,尿 中の酸フォスファ ター 前 立腺に由来するものが多い事を知つた。

ゼ が成 人 男子 に於 て は 前立 腺 に 由来 す る もの

が その大 部 分 を 占め る と言 う衷実 か ら,余 は

尿 中酸 フォ ス ファ ター ゼ に就 て そ のF.R.A.

P.を 測 定 した の で あ る.

そ の結果 先 づ 成 人 男子 の 尿 中 酸 フ ォ ス ファ

ターゼ は12倍 の ホ ル マ リンに て は 殆 ん どそ

の大 部 分(90～98%)が 抑 制 せ られ6000倍

に ては 殆 ん ど全 く 抑制 せ られ な い(5%)事

を知 つ た の で あ るが,此 のF.R.A.P.が 果 し

て 前立 腺 に 由来 す る もの に特 有 で あ るか 否 か

を知 る 為 に,更 に 成 人 男 子,去 勢 術 後 の 男

子,女 子 の尿 並 び に 腎 尿 に就 てr120倍 の ホ

ルマ リンを酸 ウ ォ ス ファ ター ゼ基 質 に加 え て

夫 々 のF.R.A.P.を 測 定 した の で あ る.そ の成

績 は 前に述 べ た如 くで あ つ て,前 立 腺 酸 フォ

ス ファ ター ゼ が尿 中の 他 の 臓 器 に 由来 す る

酸 フォ スファ ダー ゼに 比 して,幾 分 ホ ル マ リ

ン抵抗 性 の大 で あ る 事は 認 め るが,果 し て

King等 が 述 べ て い る程 前 立腺 フ ォ ス ファ タ

ー ゼ に特 異 的 な もので あ るか に就 て は大 い に

疑 問が あ る様 で あ り,此 の 点 更 に今 後 の研 究

を 要す る興 味 あ る問 題 で あ ろ う.

V.結 語

前立 腺肥 大 症め 研 究 を行 うに際 し.そ の 尿

中AcidPhosphataseLevelの 測 定 が 臨床

(文献は最終編 に一括掲載)

3)排 尿時に於ても前立腺酸フォスファ タ

ーゼが分泌 されるが,排 尿時以外に於ても前

立腺分泌液が膀胱内尿と混合し,膀 胱内容と

後部尿道内容との間には絶えず移行が行われ

ている事が想像される.

4)残 尿を有する患老にては,膀 胱内に於

て多少とも尿が濃縮せられる様であ る・
ウ

5)尿 中A.P.Lは 健 康 成 人 男子 に て もか

な り大 きな個 人 差 を認 め るが,同 一 人 に就 て

同 じ様 な生 活 条 件 の下 で 同一時 間 に測 定 を行

え ば測 定 日 に よ る 変 動 は僅 少 で あ り,尿 中

A.P.L.も 測 定 条件 を厳 格 に規 定 す れ ば 臨床

的 に 応 用す る事 が 出来 る・

6)成 人 男子 の 尿 中A・P・Lを 測 定 す る際

に 正常 域 内(1012～1025)に 於 ては 比 重 を老

慮 す る必 要 は な く,又 該 尿 中のMg濃 度 に

依 つ て も影 響 せ られ ない ・

7)尿 中酸 フ ォス ファ ター ゼ は メ タ ノー ル

に依 る抑 制 よ り もホ ルマ リンに 依 つ て強 く抑

制 され る.又 尿 中の 前 立腺 フ ォ ス ファ ター ゼ

は 尿 中に排 泄 され る他 の酸 フ ォ ス ファ タ ー ゼ

に比 し て幾 分 ホ ルマ リン抵 抗 性 の大 な る 事は

認 め るが,King等 の述 べ て い る 程 前立 腺

フ ォ ス ファ ター ゼに特 異的 な もの と老 え るに

は 尚疑 問 が あ る.




